
光ファイバケーブルの配線法�
Wiring system of optical fiber cable 

光需要が不確定な段階での光アクセス網を
構築するための配線形態である。�
１アクセス点に30軒程度（配線ブロック）を
集約することにより、電柱ごとに散在する
光需要のばらつきを吸収し、設備の使用効
率を向上させる。�
配線ブロック単位に光需要数を積み上げる
ことにより、ケーブルの心線数を決定する。�

Topology of cable wiring system
ケーブル配線方式の形態�
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集約されたアクセス点�
Integrated access points
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30軒程度のお客様単位にアクセス点を1カ所配置�
設備量（光ファイバ、クロージャなど）の抑制（1／2）�

設備使用率の向上（1.5倍）�

広いエリアをカバー� 需要のばらつきを吸収�


